病棟チームカンファレンス記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成31年3月20日(水)　　　　　　　　　　　　　司会・記録：羽田　順子
	藤原
	木村
	川守田
	西山
	藤田
	田口
	清川
	三浦
	羽田

	公休
	準夜
	公休
	深夜
	公休
	◯
	◯
	遅B
	〇

	松橋
	原子
	石橋
	秋山
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	深夜
	準夜
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・本日より、八戸市保健所管内のインフルエンザ警報が解除されたことと周辺のインフルエンザ流行が落ち着いていることを踏まえ、面会制限が解除となっています。面会・御家族様との付き添い外出泊については解除になった旨を順次、電話連絡して伝えていきます。
　患者様の外出については曜日指定や単独・スタッフ付き添い・外出するメンバーの組み合わせなど再調整を行ってから外出していくこととなります。

・原　吉郎様・山下　拓也様・佐々木　淳様の臨時薬が７日分処方となっています。主治医の馬渡Drの診察は休みとなります。

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　淳様～母様より、リハパンを持ち込みされており、本人様へ渡しています。

・内田　都影様～3/29（金）10：00～16：00　買い物のため外出申請中です。

＜要注目患者様＞
・倉橋　生子様～朝食・昼食は拒否なく全量摂取されています。プログラムは拒否なく参
加し、買い物は足が痛い等を理由にスタッフへ代行希望していましたが、声かけにてスタッフ付き添いで買い物に行かれています。本人様も気にされており、清風荘からは昨日も来院予定でしたが、来ないためこちらから電話連絡しています。しかし、そのような話は聞いてないや、来院予定はないとの返答でした。退院についてもはっきりした情報を得ることができないため、電話連絡の調整をした際は、情報の行き違いがないように、相手の名前を確認しておき退院に向けて進めていきましょう。引き続き、精神状況の観察をしていきましょう。

・松永　勘五郎様～昨日、背部に暗紅色、皮膚肥厚、小丘疹を伴う局面3～4ヶ所見られており、皮膚科診察を受け慢性湿疹となっています。デルモゾールDP軟膏が2本処方となり、軟膏塗布について拒否はなくスタッフ介入し塗布しています。今朝、痒みや発赤も改善しています。
入浴後と、入浴日以外は夕方にスタッフが軟膏を塗擦し経過観察していきましょう。

・夏堀　麗紗様～本日は、午前中のエアロビに問題なく参加されています。転入後、日中スマートフォンを使用されていた時間が多く、ネット（Twitterなど）を閲覧する環境により、悲観的な訴えも聞かれていましたが、本日は悲観的な訴えは聞かれず、余暇はベッドで布団を被って臥床して過ごされています。また、他の病棟でのルール同様、本人様へ公衆電話のコーナーがある場所で電話の使用時（通話）のみ貸し出し、使用後は詰所へ返却するよう伝えていますが、表情は乏しいです。精神症状の不安定さ見られるため、細目に巡回し、精神症状や所在確認をし、様子観察していきましょう。また、電話の貸し出しは習慣化させていきましょう。

＜深澤Ｄｒケース検討・退院支援委員会＞
・内田　都影様～他患者様やスタッフへの話し掛けの多さはありませんが、独語ある男性患者様への「ちょっと～あんたうるさいよ。黙ってよ。」と怒り口調で話すことありますが、トラブルとなることはなく経過しています。各プログラムも問題なく参加されています。引き続き、時間を守るよう声かけをして規則正しい生活を送れるように介入していきましょう。本人様は自宅への退院を希望していますが、家族は病状悪化を心配し、退院に向け不安を抱いており、施設又は入院継続を希望しています。

・松谷　和也様～日課やプログラムへ参加し、幻聴や妄想に関する訴えも聞かれていません。自宅への退院は家の老朽化で住めない状況になっており、困難な状
況です。主治医へ今後の方針を確認し、進めていきましょう。

・巴　勇樹様～タバコは2本/日で不穏なく守ることは出来ています。4月か5月頃に担当医より家族との面談予定となっています。入所可能な施設を検討していきましょう。
[bookmark: _GoBack]・松永　勘五郎様～昨日トイレブラシで背部を掻いており、湿疹みられているため皮膚科診察し慢性湿疹となっています。外出時は購入したレシートを捨ててきている経過もあるため、今後、外出の調整をしていきましょう。また、今後の方針を確認し、施設入所に向けて退院支援を進めていきましょう。

・五日市　規様～時折、壁をたたくなど粗暴的な行動は聞かれていますが、トラブルなく経過しています。入浴への拒否もなく、各プログラムへ問題なく取り組んでいます。主治医へ今後の方針を確認して退院支援を進めていきましょう。

